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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 
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一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ニ
ト
リ
川
越
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
豊
田
町
三
丁
目
十
二
―
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 

（
一
）
雨
水
に
関
す
る
要
望 

 
 

 

先
般
の
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
の
席
上
、
雨
水
処
理
に
つ
い
て
の
説
明
で
「
建
物
前
面
の 

 
 

駐
車
場
に
数
か
所
の
浸
透
貯
留
槽
を
作
り
、
そ
こ
に
雨
水
を
貯
め
て
浸
透
さ
せ
る
」
と
の
こ 

 
 

と
で
し
た
が
、
こ
れ
で
一
時
間
当
た
り
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
警
報
の
降
雨
に
対
処
で
き
る 

 
 

の
か
不
安
で
す
。
特
に
市
道
七
二
二
九
号
線
で
は
、
現
在
僅
か
な
雨
で
も
雨
水
が
路
面
を
乱 

 
 

流
し
、
車
両
が
水
を
は
ね
、
歩
行
も
困
難
な
状
況
で
す
。
も
し
、
ニ
ト
リ
駐
車
場
の
雨
水
処 

 
 

理
の
不
備
に
よ
り
そ
の
雨
水
が
周
辺
道
路
に
流
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
住
生
活
環
境
は 

 
 

大
き
く
侵
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
雨
水
対
策
を
も
う
一
度
ご
検
討
い
た
だ
く
よ
う 

 
 

節
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。 

 

（
二
）
道
路
に
関
す
る
要
望 

 
 

 

市
道
七
二
二
八
号
線
の
幅
員
を
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま 

 
 

す
。
こ
の
道
路
は
、
国
道
一
六
号
線
に
面
し
て
営
業
さ
れ
て
い
る
「
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
川
越 

 
 

店
」
の
駐
車
場
へ
の
出
入
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
道
一
六
号
線
を
避
け
て 

 
 

広
栄
町
方
面
に
行
け
る
い
わ
ゆ
る
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
住
民
だ
け
で
な
く
遠
方
か 

 
 

ら
の
通
勤
と
し
て
の
自
動
車
で
の
利
用
、
そ
し
て
年
配
者
の
散
歩
道
、
買
い
物
へ
の
自
転
車 

 
 

道
と
狭
い
な
が
ら
も
か
な
り
利
用
度
の
高
い
道
路
で
す
。
ニ
ト
リ
川
越
店
の
営
業
が
開
始
さ 

 
 

れ
る
と
、
国
道
一
六
号
線
の
渋
滞
を
避
け
て
こ
の
市
道
七
二
二
八
号
線
を
通
る
車
両
は
か
な 

 
 

り
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
状
の
四
メ
ー
ト
ル
の
ま
ま
で
す
と
車
両
の
す
れ
違
い
が 

 
 

困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
乗
る
人
た
ち
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
か 

 
 

極
め
て
心
配
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
市
道
七
二
二
八
号
線
を
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
こ
と 

 
 

の
検
討
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

 

（
三
）
そ
の
他
周
辺
へ
の
環
境
対
策
の
要
望 

埼
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四
号



 

〈
そ
の
１
〉
騒
音
に
つ
い
て 

 
 

 

こ
の
店
舗
は
、
一
般
住
宅
に
接
し
て
建
築
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
買
い
物
客
の
騒 

 
 

音
だ
け
で
な
く
店
舗
営
業
時
の
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
や
二
十
四
時
間
回
っ
て
い
る
換
気
扇
の 

 
 

音
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て
も
早
朝
か
ら
の
荷
物
の
搬
出
入
の
騒
音
は
、
敷
地
に 

 
 

接
す
る
住
宅
に
多
大
な
る
不
快
感
を
与
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
と
く
に
要
望 

 
 

し
た
い
こ
と
は
早
朝
と
夜
間
で
の
ト
ラ
ッ
ク
の
バ
ッ
ク
ブ
ザ
ー
は
ニ
ト
リ
敷
地
内
で
は
絶
対 

 
 

に
使
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
営
業
外
の
静
か
な
時
間
帯
で
の
バ
ッ
ク
ブ
ザ
ー
の
音
の
や
か
ま 

 
 

し
さ
、
不
快
さ
は
相
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

〈
そ
の
２
〉
営
業
時
間
帯
に
関
す
る
要
望 

 
 

 

閉
店
時
刻
が
午
後
九
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
こ
れ
を
午
後
八
時
三
十
分
に
、
そ
し 

 
 

て
駐
車
利
用
可
能
時
間
帯
を
午
後
九
時
ま
で
、
荷
さ
ば
き
可
能
時
間
帯
を
午
前
六
時
三
十
分 

 
 

か
ら
午
後
九
時
三
十
分
に
変
更
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く 

 
 

ま
で
の
荷
さ
ば
き
に
よ
る
騒
音
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
か
ら
で
す
。
ま 

 
 

た
、
消
灯
時
間
が
三
十
分
早
ま
る
こ
と
で
光
害
防
止
対
策
も
講
じ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

〈
そ
の
３
〉
防
犯
に
関
す
る
要
望 

 
 

 

ニ
ト
リ
敷
地
の
西
側
に
接
す
る
住
宅
と
ニ
ト
リ
の
外
壁
と
の
間
は
、
非
常
時
の
退
避
通
路 

 
 

に
な
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
は
通
常
時
に
は
全
く
人
が
立
ち
入
ら
な
い
個
所 

 
 

と
な
り
、
防
犯
面
で
極
め
て
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
退
避
通
路
部
分 

 
 

の
数
か
所
に
、
人
な
ど
を
感
知
し
て
点
灯
す
る
セ
ン
サ
ー
照
明
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
く 

 
 

要
望
い
た
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
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労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
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埼
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振
興
セ
ン
タ
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